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12月
凡
例
　

時
＝
日
時
　

所
＝
場
所
　

容
＝
内
容
　

対
＝
対
象
　

条
＝
条
件
　

員
＝
定
員
　

数
＝
数
量
　

額
＝
支
給
・
助
成
額
な
ど
　

料
＝
料
金

　
　
　

募
＝
募
集
期
間
・
方
法
　

受
＝
受
付
　

持
＝
持
参
す
る
も
の
　

問
＝
問
い
合
わ
せ
先
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長
寿
社
会
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

０
８
５
７-

20-

３
４
５
３
（
①
・
②
）

 

０
８
５
７-

20-

３
４
４
９
（
③
）

 

０
８
５
７-

20-

３
４
０
４

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（

 

12
ペ
ー
ジ
）

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（

 

12
ペ
ー
ジ
）

【
①
軽
度
家
事
援
助
事
業
】

容
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
、
本

人
ま
た
は
介
護
者
の
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
に

よ
っ
て
、
一
時
的
な
生
活
支
援
が
必
要
な
場

合
、
掃
除
・
洗
濯
・
炊
事
な
ど
簡
易
な
日
常

生
活
を
援
助
す
る
家
事
援
助
員
を
派
遣　

対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
高
齢
者　

料
30
分
あ
た
り
80
円

（
1
カ
月
11
時
間
以
内
）

【
②
生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
】

容
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
宿
泊
し
、
生
活
習

慣
な
ど
の
指
導
、
体
調
の
調
整
を
図
る
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

▽
利
用
施
設
：

養
護
老
人
ホ
ー
ム
鳥
取
市
な
ご
み
苑
（
的
場

二
丁
目
）　

▽
利
用
日
数
：
年
21
日
ま
で　

対
生
活
機
能
の
低
下
が
認
め
ら
れ
、
要
介

護
・
要
支
援
の
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る

高
齢
者
（
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
は
除
く
）

で
、
家
事
な
ど
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
十

分
で
な
い
人
（
家
族
介
護
者
の
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
の
利
用
も
可
）　

料
▽
基

本
料　

７
０
８
円
／
日
（
１
泊
２
日
は
２
日

間
と
計
算
）　

▽
食
事
料　

朝
食
：
３
８
０

円
／
食
、
昼
・
夕
食
：
５
０
０
円
／
食

【
③
認
知
症
介
護
家
族
の
集
い
】

時
12
月
14
日
（
金
）
10:

00
〜
12:

00

所
さ
ざ
ん
か
会
館
（
富
安
二
丁
目
）　

容
認
知
症
の
問
題
や
介
護
の
悩
み
な
ど
の

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
交
流
を
す
る
場　

料
無
料

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
は
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
次
の
各
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け

て
い
ま
す
。

認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
鳥
取
県
支
部
）

　

毎
週
月
〜
金　

10:

00
〜
18:

00

	

０
８
５
９-

37-

６
６
１
１

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
渡
辺
病
院
）

	

０
８
５
７-

39-

１
１
５
１

家
族
介
護
者
の
集
い　
　
　
　
　

｢

ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル｣

時
12
月
19
日
（
水
）
10:

00
～
12:

00

所
さ
ざ
ん
か
会
館
ア
ク
テ
ィ
ブ
鳥
取
会
議

室　

対
家
族
介
護
者
ま
た
は
介
護
に
関
心

の
あ
る
人　

容
竹
工
作
で
お
正
月
飾
り
制

作
：
竹
と
う
ろ
う
と
門
松
（
竹
と
う
ろ
う
と

門
松
の
サ
イ
ズ
：
横
幅
約
25
㌢
）　

料
参
加

費
：
２
０
０
円
、
材
料
費
：
１
５
０
０
円　

募
12
月
10
日
（
月
）
ま
で

問
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
事
務
局
（
長
寿

社
会
課
内
）

 

０
８
５
７-

20-

３
４
４
９

 

０
８
５
７-

20-

３
４
０
４

障
が
い
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

０
８
５
７-

20-

３
４
７
４

 

０
８
５
７-

20-

３
４
０
４

【
障
が
い
者
週
間
と
は
】

　

毎
年
12
月
3
日
か
ら
9
日
ま
で
は
、「
障

が
い
者
週
間
」で
す
。「
障
が
い
者
週
間
」は
、

国
民
に
広
く
障
が
い
の
あ
る
人
の
福
祉
に
つ

い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
ま
た
、

障
が
い
の
あ
る
方
が
社
会
、
経
済
、
文
化
等

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
障

害
者
基
本
法
」に
基
づ
き
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
平
成
元
年
に
福
祉
都
市
を
宣
言

し
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者
な
ど
、
全

て
の
人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
「
障
が
い
者
週
間
」
を
き
っ
か
け
に
、

誰
も
が
尊
重
さ
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
、
こ
こ

ひ
と
り
親
家
庭
畳
替
え
サ
ー
ビ
ス

容
鳥
取
県
畳
振
興
協
同
組
合
鳥
取
支
部
の

協
力
に
よ
り
、
畳
の
表
替
え
を
無
料
で
行
い

ま
す
。 

時
12
月
中
旬
～
１
月
中
旬　

▽
畳

引
取
り 

８:

30
頃 

→ 

畳
返
却 

16:

30
頃

対
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
母
子

（
父
子
）
世
帯
で
、
民
間
経
営
の
ア
パ
ー
ト

ま
た
は
借
家
に
入
居
し
て
い
る
世
帯　

※
１

世
帯
に
つ
き
１
部
屋
（
６
畳
程
度
）
ま
で

員
５
世
帯
程
度　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
の
う
え
決
定   

募
12
月
14
日（
金
）ま
で

問	

駅
南
庁
舎
こ
ど
も
家
庭
課

	

０
８
５
７-

20-

３
４
６
５

	

０
８
５
７-

20-

３
４
０
５

福　
　
祉

能の
う
み海

寛ゆ
た
か 

生
誕
１
５
０
周
年
記
念

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

時
12
月
１
日
（
土
）
13:

00
〜　

所
公
立

鳥
取
環
境
大
学
学
生
セ
ン
タ
ー　

容
河か

わ
ぐ
ち口

慧え
か
い海

と
並
ぶ
明
治
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
求
法

僧
、
能
海
寛
（
島
根
出
身
）
の
生
誕
１
５
０

年
を
記
念
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
能
海
寛
の

風
景
と
思
想
」
を
開
催　

▽
講
師
：
何か

大だ
い
ゆ
う勇

さ
ん
（
中
国
雲
南
民
族
大
学
教
授
）、
今い

ま
え
だ枝

由よ
し
ろ
う郎

さ
ん
（
京
大
特
任
教
授
）
な
ど

員
１
０
０
人　

※
先
着
順　

料
無
料

問	

公
立
鳥
取
環
境
大
学

	

０
８
５
７-

38-

６
７
０
０

	

０
８
５
７-

38-

６
７
７
５

用
瀬
総
合
支
所
地
域
振
興
課
か
ら

の
お
知
ら
せ

	

０
８
５
８-

87-

２
１
１
１

	

０
８
５
８-

87-

２
２
７
０

【
没
後
十
年
前ま

え
だ
な
お
え

田
直
衞
展
】

時
12
月
８
日
（
土
）
～
17
日
（
月
）

所
中
央
図
書
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

容
用
瀬
町
出
身
の
日
本
画
家
・
故
前
田
直

衞
さ
ん
の
没
後
10
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

そ
の
足
跡
を
辿
る
特
別
展
を
開
催　

▽
絵
画

（
額
装
）、
下
絵
、
ス
ケ
ッ
チ
、
複
製
画
な
ど

【
記
念
講
演
会
】

時
12
月
９
日
（
日
）
14:

00
～
15:

30

所
中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル　

容
▽
演

題
「
描
か
れ
た
京
の
老
舗 

前
田
直
衞
が
見

つ
め
た
も
の
」　

▽
講
師
：
林は

や
し
の野

雅ま
さ
 
と
 人

（
大

阪
新
美
術
館
建
設
準
備
室
学
芸
員
）　

料
無

料　

※
申
込
み
不
要

芸
術
の
出
前
講
座 

児
童
作
品
展

時
12
月
８
日
（
土
）
～
17
日
（
月
）
９:

00

〜
17:

00
（
最
終
日
15:

00
ま
で
）　

所
鳥
取

市
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
活
動
ひ
ろ
ば  

容
今

年
度
実
施
し
た
「
芸
術
の
出
前
講
座
」
で
各

校
児
童
が
制
作
し
た
作
品
（
油
絵
、
写
真
、

書
道
、
切
り
絵
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど
）
や
講
座

の
様
子
の
展
示　

▽
出
品
校
：
遷
喬
小
５
～

６
年
生
、
神
戸
小
１
～
６
年
生
、
湖
山
小
６

年
生
、
宝
木
小
４
～
６
年
生　

料
無
料

問	

鳥
取
市
文
化
団
体
協
議
会

	

０
８
５
７-

20-

０
５
１
５

問	
本
庁
文
化
交
流
課

	
０
８
５
７-

20-

３
２
２
６

と
っ
と
り
多
文
化
交
流
フ
ェ
ス
タ 

〜
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
の
交
流
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
〜

時
12
月
９
日
（
日
）
11:
00
〜
15:

00

所
国
際
交
流
プ
ラ
ザ　

容
各
国
ブ
ー
ス
で

の
文
化
紹
介
・
食
体
験
、仮
装
記
念
撮
影
（
民

族
衣
装
）、
各
国
言
語
で
の
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど　

料
無
料

問	

国
際
交
流
プ
ラ
ザ
（
湖
山
町
西
一
丁
目

５
１
２　

月
曜
日
休
館
）

・

 

０
８
５
７-

31-

３
２
５
３

	plaza@
city.tottori.lg.jp

お
知
ら
せ

ろ
の
輪
を
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う
! !

【
障
が
い
者
週
間
啓
発
大
会
】

時
12
月
6
日
（
木
）
13:

30
〜
15:

30

所
駅
南
庁
舎
地
下
第
５
会
議
室

容
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
啓

発
大
会　

▽
講
演
：「
親
亡
き
後
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
」
▽
講
師
：
キ
ム
ラ
ミ
キ
さ
ん
（
ラ

フ
デ
ッ
サ
ン
）

地
域
療
育
セ
ミ
ナ
ー

時
12
月
22
日
（
土
）
13:

30
～
16:

00

所
さ
ざ
ん
か
会
館
5
階
大
会
議
室
（
富
安

二
丁
目
）　

容
や
っ
ぱ
り
気
に
な
る
？ 

就

学
「
ま
え
」
と
「
あ
と
」 

～
子
ど
も
の
笑
顔

で
み
ん
な
が
安
心
～　

▽
講
師
：
大お

お
か
わ川

祐ゆ
う
 
こ
 子

さ
ん
（
Ｌ
Ｄ
等
専
門
員
）、
前ま

え
お
か岡

幸ゆ
き
の
り憲

さ
ん
（
鳥
取
県
立
鳥
取
療
育
園
園
長
）

員
２
０
０
人　

料
無
料　

募
事
前
申
込
み

不
要　

※
託
児
・
手
話
通
訳
は
お
早
め
に
鳥

取
療
育
園
ま
で

問
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

	

０
８
５
７-

20-

３
２
０
４

	

０
８
５
７-

20-

３
９
０
５

	kodom
o-hattatsu@

city.tottori.lg.jp

問
鳥
取
療
育
園

	

０
８
５
７-

29-

８
８
８
９

	

０
８
５
７-

29-

９
３
０
０

	http://w
w

w
.pref.tottori.lg.jp/kirari/

　国が実施している公共職業訓練で、再就職に役立
つ実践的な知識・技能が習得できます。

【ものづくり溶接科（導入訓練コース）】
募集期間 12月17日（月）～平成31年1月17日（木）

訓練期間 平成31年2月1日（金）〜 8月30日（金）
（7か月）

受 講 料 無料　※テキスト代（約1万円）は自己負担

定　　員 4人

応募方法 ハローワークの窓口でキャリア形成相談
の予約をしてください。

選 考 日 平成31年1月23日（水）
※選考試験なし、キャリア相談のみ

問	ポリテクセンター鳥取（若葉台南七丁目）
	0857-52-8802
	http://www3.jeed.or.jp/tottori/poly/

ポリテクセンター鳥取
受講生募（2月期生）

知っていますか？建退共制度
　建退共制度は、事業主が、労働者の働いた日数に
応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、その
労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退共
から退職金を支払うという、業界全体での退職金制
度です。
●国の制度なので安全・確実、申込み手続きは簡単。
●経営事項審査で加点評価の対象となります。
●掛金の一部を国が助成します。
●掛金は事業主負担ですが、法人は損金、個人では

必要経費として扱われ、税法上全額非課税です。
●事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計

算されます。
　詳しくは、最寄りの建退共支部にお問い合わせく
ださい。
問	（独）勤労者退職金共済機構 建設業退職金共済鳥取県

支部
	0857-24-2281


